


農業それは
癒しと勇気と健康の源

株式会社須藤牧場 須藤陽子

6次化への挑戦
消費者と農業者の架け橋となって

須 藤 牧 場 の 概 要

千葉県
飼養頭数 １１０頭

（成牛約6０頭）

労働力 １９名

飼料畑 6ha
（トウモロコシ、ソルゴー）
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放牧場カフェ
【Tateyama MilkのCafe Calf Hatch Yohyo】オープン
（令和５年１２月１３日）

多角化を進める上で大事にすべきこと

① 第１次産業を究めること

② 現場のことをわかりやすく伝えること

③ 己のことだけではなく、
地域全体の活性化を考えること

④ 唯一無二の価値を見出すこと

⑤ 多くの仲間、理解者、賛同者を得ること
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① 第１次産業を究めること

できるだけ牛にストレスを与えない牛舎で、
健康な牛からおいしい牛乳を搾る
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第15回関東生乳品質改善共励会（関東生乳販売農業協同組合連合会主催）で
最優秀賞受賞

② 現場のことをわかりやすく伝えること

酪農教育ファームの取組（平成１３年～）
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母と娘のきずながテーマ 死産に立ち会うことになった
都会の小学生たちの体験のおはなし

２冊の絵本を自費出版
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③ 己のことだけではなく、地域全体の活性化を考えること

④ 唯一無二の価値を見出すこと

明治神宮奉納牛乳（農林水産大臣賞受賞）
A2ミルク（おなかにやさしいミルク）
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環境問題への取組（温室効果ガス低減等）

⑤ 多くの仲間、理解者、賛同者を得ること
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「生シェイク祭り」で町おこしに貢献
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劇団須藤牧場の活動

須藤牧場では、酪農の魅力や歴史を伝えるべく牧場で
野外劇を上演しています
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